
 

 何度かお伝えしているとおり、今年の校内研究のテーマは国語の「読むこと」に焦点を当てたもの 

です。研究授業（大研）は早くも３回目を迎え、今回も宇城教育事務所の原武指導主事に指導に来て 

いただきました。授業を実施したのは５年で、単元は「大造じいさんとがん」。「がん」いう鳥であり 

ながら、自身や仲間を守るために智恵を働かせ、主人公である大造じいさんとしたたかに闘う「残

雪」。その姿に対し、残雪を長いこと狙っている大造じいさんでさえも畏怖・畏敬の念を抱くという話

で、両者の心理が手に取るように分かる物語です。最後、傷つい 

た残雪を至近距離で撃つ決定的な瞬間がおとずれたのにも関わら 

ず、大造じいさんは撃つことができません。その理由を叙述から 

考えるという授業だったのですが、子供たちは驚くほどたくさん 

書いて発表してくれました。この点はどんどん伸びていってほし 

いですね。さらに、相手意識のある発表の力を付けていくと言う 

ことありません。次の大研は１年で、１２月１１日（水）実施で 

す。（写真：書いた考えを交流し合う子供たち） 

 

令和６年１１月２６日（火） 宇城市立青海小学校 学校だより No.43 文責：岩下 愛 

前
途
洋
々 

校内研修：講師招聘研究授業③ 
～5年国語「大造じいさんとがん」～ 

 本校では毎年、キビ締めの前に、３年生が総合的な学習の時間を使って、三角サトウキビ活性会会

長の髙濱希好さんから黒砂糖づくりの歴史等について学んでいます。この学習では、黒砂糖づくりや

その継承に関わってこられた方々の思いも知ることができます。今年は、１１月２５日（月）の３時

間目に実施しました。３年生は事前に、髙濱会長に質問したいことを考え、考えをまとめておきまし

た。当日、髙濱会長からは、なぜこの地域でサトウキビ栽培が始まったのか（→ 約２００年前、前

越の庄屋、高橋伊左右衛門が人々を困窮から救う作物を栽培したいと阿波国から取り入れました）、衰

退していた黒砂糖づくりがなぜ大岳小学校で行われるようになったのか（→ 当時の６年親子キャン

プでの、中川校長先生とＰＴＡ平田会長の会話がきっかけでした）などについてお話がありました。

大岳小で復活させることが決まった後、道具をそろえるため、昔黒砂糖づくりをされていたお宅に聞

いてまわられ、釜などの道具がやっとそろったそうです。高橋伊左右衛門がサトウキビ栽培を始めて

から約２００年が経ちますが、高橋さんも、小学校でこんな形で継承されているとは想像もしなかっ

たでしょうね。また、髙濱会長のお話では、県からの依頼を受けて、「黒糖シロップ」を商品化。とて

も評判がよく、また表彰を受けられるのだとか。味見をさせていただいた子供たちが口々に「おいし

～い！」と言っていたのがほほえましかったです。「このシロップ、何に合いそうかな？」と質問され

たところ一斉に「パン！」という反応が。ぜひ味わってみたいです。また、黒砂糖のお話の他に、村

の中で連絡があるときに使われていた昔の鐘、昔の秤、昔の笠や袈裟、その他の昔の道具なども持っ

てきていただき、子供たちに体験させていただきました。（素直に反応・感動している子供たちの姿に、

またこちらが感動しました＾＾）最後に髙濱会長からは、「小学校で黒砂糖を作ったことはずっと覚え

ておいていてほしい、そしてこの地域の伝統としてこれからも大切にして行けたらと思う」というメ

ッセージをいただきました。改めて、活性会ほか地域の皆様、そしてこの行事を３０年以上も支えて

くださったＰＴＡの 

皆様への感謝の念を 

強くした一日でし 

た。（写真左：子供 

たちの前で黒砂糖 

づくりの歴史につい 

てお話される髙濱 

会長、右：昔の道具 

についてお話を聞く 

子供たち） 

 

3年「総合的な学習の時間」 
三角サトウキビ活性会会長 髙濱希好さんを講師に！  


